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ゼ
ミ
で
も
サ
ー
ク
ル
で
も

な
い
専
大
生
同
士
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
つ
く
り
た
い
人
、

社
会
に
出
る
こ
と
に
不
安
が

あ
る
人
、
自

信
を
も
っ
て

「
自
分
」
に

つ
い
て
話
せ

る
よ
う
に
な

り
た
い
人
に

お
勧
め
の
講

座
。
講
師
は

「
自
分
ら
し

く
、
生
き
生

き
と
働
く
」

を
テ
ー
マ
に

研
修
や
セ
ミ

ナ
ー
を
行
っ

て
い
る
㈱
ソ
ラ
ー
レ
代
表
の

東
浩
司
氏
。
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
や
対
話
を
中
心
と
し
た
進

行
で
、
毎
回
社
会
人
ゲ
ス
ト

が
参
加
し
、
生
き
た
体
験
談

を
伝
え
て
く
れ
る
。
６
月
２２

日
ま
で
（
除
く
５
月
４
日
）

毎
週
火
曜
４
時
限
目
、
生
田

１
０
３
０
９
号
教
室
で
開
講

中
。４

月
２０
日
の
テ
ー
マ
は

「
旅
す
る
よ
う
に
キ
ャ
リ
ア

す
る
～
あ
な
た
は
ど
ん
な
旅

が
し
た
い
で
す
か
？
」。興
味

あ
る
テ
ー
マ
の
み
の
受
講
も

国
際
交
流
協
定
を
結
ん
で

い
る
ワ
イ
カ
ト
大
学
と
本
学

は
、
教
育
・
研
究
面
で
さ
ま

ざ
ま
な
交
流
を
行
っ
て
い

る
。
ホ
ッ
ダ
ー
氏
は
、
日
本

し
ょ
う

へ
い

ラ
グ
ビ
ー
協
会
の
招

聘
で

来
日
。
今
回
、
ワ
イ
カ
ト
大

学
日
本
事
務
所
の
尽
力
で
国

際
交
流
の
一
環
と
し
て
「
夢

の
特
別
指
導
」
が
実
現
し

た
。練

習
は
午
前
中
に
デ
ィ
フ

ェ
ン
ス
、
午
後
か
ら
は
オ
フ

ェ
ン
ス
と
二
部
に
分
か
れ
、

タ
ッ
ク
ル
や
パ
ス
な
ど
、
プ

レ
ー
の
基
礎
と
な
る
部
分
に

焦
点
を
当
て
て
行
わ
れ
た
。

基
本
動
作
の
中
に
も
複
雑
な

動
き
を
織
り
交
ぜ
、
趣
向
を

凝
ら
し
た
練
習
方
法
に
頭
を

悩
ま
せ
る
選
手
も
。
「
一
つ

の
プ
レ
ー
に
も
い
ろ
ん
な
練

習
が
考
え
ら
れ
る
。
今
日
の

練
習
で
み
ん
な
の
引
き
出
し

を
増
や
す
こ
と
が
で
き
れ

ば
」
と
語
る
ホ
ッ
ダ
ー
氏
。

気
づ
い
た
こ
と
が
あ
れ
ば

す
ぐ
に
練
習
を
中
断
し
、
ミ

ニ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
展
開
。

「
こ
の
練
習
で
一
番
大
切
な

こ
と
は
何
だ
？
」
と
選
手
に

問
い
か
け
る
な
ど
、
大
き
な

ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
を
交
え
な
が

ら
意
図
を
再
確
認
さ
せ
た
。

選
手
た
ち
の
表
情
も
徐
々
に

真
剣
味
が
増
し
て
い
き
、
最

後
の
実
戦
練
習
で
は
、
選
手

同
士
が
活
発
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
と
る
よ
う
に
な

っ
て
い
た
。

武
田
達
也
主
将
（
経
済
４

・
啓
光
学
園
高
）
は
「
（
教

わ
っ
た
）
パ
ス
の
投
げ
方
が

今
ま
で
と
違
っ
て
、
違
和
感

が
あ
っ
た
」
と
新
し
い
感
覚

に
戸
惑
い
な
が
ら
も
、
「
今

日
や
っ
た
こ
と
を
マ
ス
タ
ー

す
れ
ば
、
も
う
一
、
二
段
レ

ベ
ル
が
上
が
る
と
思
う
。
こ

れ
で
終
わ
ら
せ
る
こ
と
な

く
、
一
人
ひ
と
り
が
高
い
意

識
を
持
っ
て
、
継
続
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
」
と
手
応
え

を
感
じ
た
様
子
。
榎
本
邦
夫

監
督
も
「
攻
守
の
基
本
を
や

っ
て
も
ら
っ
て
、
応
用
も
で

き
た
。
全
体
練
習
が
始
ま
る

時
期
に
、
基
礎
の
見
直
し
が

で
き
て
よ
か
っ
た
。
ワ
イ
カ

ト
大
学
日
本
事
務
所
に
感
謝

し
て
い
る
」
と
話
し
た
。

指
導
を
終
え
た
ホ
ッ
ダ
ー

氏
は
「
部
員
た
ち
は
、
少
し

お
と
な
し
い
け
ど
、
や
る
気

に
満
ち
て
い
る
ね
」
と
満
足

気
な
表
情
。
「
ゲ
ー
ム
で
の

自
分
の
責
任
を
き
ち
ん
と
理

解
す
る
こ
と
が
重
要
だ
。
一

人
ひ
と
り
が
チ
ー
ム
の
た
め

に
責
任
を
ど
れ
だ
け
果
た
す

か
。
そ
の
た
め
に
は
普
段
の

練
習
を
書
き
留
め
て
、
反
復

す
る
こ
と
が
大
切
。
今
日
の

練
習
で
そ
れ
を
わ
か
っ
て
も

ら
い
た
い
ね
」

日
本
の
ラ
グ
ビ
ー
普
及
に

関
す
る
話
に
及
ぶ
と
「
プ
レ

ー
す
る
に
し
て
も
、
観
戦
す

る
に
し
て
も
、
ラ
グ
ビ
ー
に

携
わ
る
み
ん
な
が
フ
ァ
ミ
リ

ー
だ
。
体
が
小
さ
い
人
も
大

き
い
人
も
み
ん
な
が
楽
し
め

る
。
ラ
グ
ビ
ー
は
そ
う
い
う

ス
ポ
ー
ツ
だ
と
思
う
ね
。
も

っ
と
ラ
グ
ビ
ー
を
エ
ン
ジ
ョ

イ
し
て
も
ら
う
た
め
の
環
境

を
用
意
す
る
こ
と
が
、
私
の

役
割
だ
と
思
う
よ
」
と
意
気

込
む
。

ラ
グ
ビ
ー
部
は
、
い
よ
い

よ
５
月
か
ら
始
ま
る
オ
ー
プ

ン
戦
に
向
け
た
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
開
始
す
る
。
ホ
ッ
ダ
ー

氏
が
植
え
つ
け
た
意
識
は
、

せ
ん

１
部
復
帰
へ
の
処
方
箋
と
な

っ
た
は
ず
。
秋
に
は
最
高
の

恩
返
し
と
い
き
た
い
と
こ
ろ

だ
。

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
・
ワ
イ
カ
ト
州
協
会
の
ハ
イ
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
・
ラ
グ
ビ
ー
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
で
あ
る
ポ

ー
ル
・
ホ
ッ
ダ
ー
氏
の
特
別
指
導
の
様
子
を
専
大
ス
ポ

ー
ツ
編
集
部
の
山
中
克
浩
さ
ん
（
経
済
３
）
が
レ
ポ
ー

ト
。

（
１６
面
に
関
連
記
事
）

世
界
１５
カ
国
・
地
域
１９
大

学
と
協
定
を
結
ぶ
専
修
大
学

は
、
活
発
な
国
際
交
流
を
展

開
し
て
い
る
。

夏
と
春
の
短
期
留
学
プ
ロ

グ
ラ
ム
、
中
期
・
長
期
留
学

制
度
に
よ
り
、
語
学
力
の
向

上
、
異
文
化
に
対
す
る
理
解

力
や
柔
軟
性
を
養
う
多
種
多

様
な
海
外
留
学
が
可
能
だ
。

キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
は
、
本
学

に
学
び
に
来
て
い
る
留
学
生

が
多
数
お
り
、
日
本
に
居
な

が
ら
海
外
の
学
生
と
交
流
す

る
機
会
が
あ
る
。

氏
名
・
留
学
先
は
次
の
と
お
り
∥
敬

称
略
。

●
オ
レ
ゴ
ン
大
学
（
ア
メ
リ
カ
）
▽
大

渕
由
貴
（
経
済
３
）
▽
髙
須
あ
か
ね
（
経

済
３
）
▽
杉
浦
里
沙
（
経
済
３
）
▽
岸

田
真
侑
（
経
済
２
）
▽
太
田
大
地
（
法

３
）
▽
喜
浦
詞
代
（
文
３
）
▽
笹
岡
翔

平
（
文
３
）
▽
澤
中
志
寿
子
（
文
３
）

●
ワ
イ
カ
ト
大
学
（
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
）
▽
石
川
将
也
（
経
済
３
）
▽
渡
辺

英
莉
子
（
経
済
３
）
▽
森
川
ち
は
や
（
商

３
）
▽
大
和
久
麻
貴
（
商
３
）
▽
池
田

温
美
（
文
３
）
▽
荒
木
那
穂
（
文
３
）

▽
甲
斐
奈
穂
美
（
文
３
）
▽
渋
谷
実
紅

（
文
３
）
▽
真
保
由
衣
（
文
３
）

１０
回
目
と
な
る
「
フ
ァ
ン

ド
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
専
大
グ
ラ

ン
プ
リ
」
の
参
加
者
（
参
加

を
検
討
中
の
学
生
も
含
む
）

を
対
象
に
、
株
式
と
経
済
の

関
係
を
学
ぶ
講
座
。
５
月
１１

日
（
火
）
５
時
限
目
（
入
門

編
｜
株
式
と
は
何
か
？
）
、

６
時
限
目
（
応
用
編
｜
新
聞

の
株
式
欄
、
会
社
四
季
報
、

会
社
情
報
の
見
方
）
＊
い
ず

れ
か
一
方
の
み
の
参
加
も

可
。
定
員
２
０
０
人
。
５
月

７
日
正
午
締
め
切
り
。

川
崎
市
内
の
中
小
企
業
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
商
店
街
な
ど

が
抱
え
て
い
る
課
題
に
つ
い

て
、
学
生
が
日
ご
ろ
学
ん
で

い
る
知
識
を
生
か
し
て
、
そ

の
解
決
策
を
提
案
す
る
も

の
。
さ
ま
ざ
ま
な
年
代
の
方

々
と
課
題
に
取
り
組
む
中

で
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
や
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
、
問
題

解
決
力
を
高
め
る
こ
と
が
で

き
、
企
画
力
や
プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
能
力
も
向
上
す

る
。
説
明
会
で
は
、
受
け
入

れ
担
当
者
か
ら
直
接
、
詳
し

い
内
容
の
説
明
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
。
４
月
２７
日

（
火
）は
川
崎
市
観
光
協
会
連

合
会
、
高
津
総
合
型
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
Ｓ
Ｅ
Ｌ
Ｆ
な
ど
。

４
月
２８
日（
水
）は
モ
ル
テ
ッ

ク
、
多
摩
川
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
な
ど
。
い
ず
れ
も
第
１

部（
全
体
説
明
）が
１４
時
５０
分

か
ら
、第
２
部（
ブ
ー
ス
ご
と

の
説
明
）が
１５
時
３０
分
か
ら
。

詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
。

Ｈ
Ｊ
文
庫
（
ホ
ビ
ー
ジ
ャ

パ
ン
）
主
催
の
第
４
回
ノ
ベ

ル
ジ
ャ
パ
ン
大
賞
で
、
谷
口

俊
介
さ
ん
（
経
営
４
）
の
「
新

感
覚
バ
ナ
ナ
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー

バ
ナ
デ
レ
」
が
、
３
６
１
作

品
の
中
か
ら
見
事
金
賞
に
輝

い
た
。
８
月
中
旬
ご
ろ
出
版

さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い

る
。小

学
校
の
読
書
の
時
間
に

「
ハ
リ
ー
ポ
ッ
タ
ー
」
シ
リ

ー
ズ
と
出
合
い
、
冒
険
フ
ァ

ン
タ
ジ
ー
小
説
に
興
味
を
持

っ
た
と
い
う
。
ゲ
ー
ム
と
お

笑
い
が
好
き
だ
っ
た
高
校
生

の
こ
ろ
か
ら
「
何
か
を
表
現

し
た
い
」
と
い
う
強
い
思
い

を
抱
き
、
オ
ン
ラ
イ
ン
小
説

に
投
稿
し
て
き
た
。
「
小
説

を
本
格
的
に
学
ん
だ
経
験
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
読
者
が
批

評
し
て
く
れ
て
、
少
し
ず
つ

書
き
方
の
ポ
イ
ン
ト
が
分
か

っ
て
き
ま
し
た
」。

受
賞
作
は
４
０
０
字
×
２

８
０
枚
の
大
作
。
選
評
で
は

「
イ
タ
ズ
ラ
心
に
あ
ふ
れ
た

優
れ
た
ギ
ャ
グ
作
品
。
王
道

的
な
冒
険
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
の

世
界
観
を
大
切
に
し
な
が
ら

も
笑
い
が
あ
ふ
れ
る
。
『
バ

ナ
ナ
』
が
効
果
的
に
使
わ
れ

て
い
る
」
と
高
い
評
価
を
得

た
。組

織
行
動
論
の
蔡
�
錫
ゼ

ミ
で
は
、
人
の
心
理
や
行
動

に
つ
い
て
学
び
、
作
品
の
人

物
像
を
つ
く
る
と
き
に
役
立

っ
て
い
る
と
い
う
。
「
販
売

部
数
が
伸
び
れ
ば
シ
リ
ー
ズ

化
さ
れ
る
の
で
、
１
作
目
が

勝
負
。
多
く
の
中
高
生
に
読

ん
で
も
ら
い
、
読
書
習
慣
の

き
っ
か
け
に
な
っ
て
く
れ
れ

ば
う
れ
し
い
」
と
話
し
て
い

る
。

新
日
本
有
限
責
任
監
査
法

人
の
協
力
に
よ
り
、
ビ
ジ
ネ

ス
の
現
場
で
活
躍
す
る
会
計

士
が
講
師
と
な
り
、
メ
デ
ィ

ア
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る

重
要
か
つ
最
新
の
ト
ピ
ッ
ク

ス
を
分
か
り
や
す
く
解
説
。

経
済
の
変
化
を
知
り
、
社
会

常
識
を
深
め
る
こ
と
が
で
き

る
。
５
月
１３
日
か
ら
７
月
１５

日
ま
で
、
毎
週
木
曜
１８
時
３０

分
か
ら
２０
時
に
神
田
キ
ャ
ン

パ
ス
で
開
講
。
受
講
料
は
全

１０
回
で
学
生
２
５
０
０
円
、

卒
業
生
・
在
学
生
の
ご
父
母

５
０
０
０
円
、
一
般
１
０
０

０
０
円
。

※
以
上
、
詳
細
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。


キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
セ
ン

タ
ー
事
務
課

千
代
田
区
の
助
成
を
受
け
、
神
田
キ
ャ

ン
パ
ス
な
ど
で
開
催
す
る
。
自
然
災
害
の

基
礎
知
識
、
応
急
手
当
な
ど
を
学
び
、
災

害
か
ら
身
を
守
る
方
法
を
学
ぶ
。

受
講
者
に
は
災
害
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

推
進
委
員
会
か
ら
「
セ
ー
フ
テ
ィ
リ
ー
ダ

ー
認
定
証
」
、
東
京
消
防
庁
か
ら
「
上
級

救
命
技
能
認
定
証
」
が
交
付
さ
れ
る
。

講
習
は
５
月
１５
日（
土
）、
２９
日（
土
）、

３０
日（
日
）の
全
３
日
間
の
受
講
が
必
要
。

申
し
込
み
は
５
月
１３
日
ま
で
に
学
生
生

活
課（
神
田
・
生
田
）、
二
部
事
務
課
へ
。

定
員
４０
人
。
受
講
料
は
無
料
。

＊
詳
細
は
募
集
要
項
で
確
認
を
。

可
。希
望
者
は
直
接
教
室
へ
。

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
情
報

課課

題題

解解

決決
（（

地地

域域

密密

着着

））
型型

イイ
ンン
タタ
ーー
ンン
シシ
ッッ
ププ
募募
集集
説説
明明
会会

―
さ
ま
ざ
ま
な
講
座
を
活
用
し
て
「
社
会
人
基
礎
力
」
を
高
め
よ
う
―

ワワ
ーー
クク
シシ
ョョ
ッッ
ププii

nn
SS
ee
nn
ss
hh
uu

生

部

主

催

学

～～
日日
本本
一一
おお
もも
しし
ろろ
いい
キキ
ャャ
リリ
アア
デデ
ザザ
イイ
ンン
講講
座座
～～

３
日
間
の
受
講
で

『
認
定
証
』を
交
付

ププ
ロロ
フフ
ェェ
ッッ
シシ
ョョ
ナナ
ルル
がが
語語
るる

現現
代代
ビビ
ジジ
ネネ
スス
事事
情情
２２
００
１１
００

▲ ４月１３日の第１回は約８０人が

参加し、熱く語り合った
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〟〟講講
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本場ニュージーランドの教え
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ご
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一
般
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参
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可
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で
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！

チームのためにどれだけ責任果たせるか

「
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導
入
講
座
と
し
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初
開
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受
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作
『
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身振りを交え

熱心に指導す

るホッダー氏

中期留学（前期）に１７人

▲ 大林守国際交流センター長を囲んで
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